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◆研究概要等 

これまで、一貫して、工学・医学及び心理学の立

場から労働衛生分野の人間の健康、快適性、及び

作業能率への振動の人体影響に関する研究を行

ってきています。これまでの研究では、作業者への

振動の影響に関する国際規格(ISO)やガイドライン

等制定のためのデータを提供してきています。ま

た、平成23年11月からは東広島市の近畿大学工

学部の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の

次世代基盤技術研究所の「地域連携による次世代

自動車技術」に関する研究のメンバーとなり「ドライ

ビングシミュレータを用いた乗り心地評価の研究」

も行ってきております。また、平成29年度からは、

これまで100年以上も信じられて世界中で用いられ

てきた手腕振動計測方法（ISO 5349-1）に関しての

問題点と解決方法をを明らかにし、全世界の労働

者が手腕振動障害に罹患しないような機器開発に

関する研究を、国際共同研究として、スコットランド

の Reactec 社や Edinburgh Napier University や

Nottingham Trent University進めてきています。  
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■研究テーマ等 

１．コールセンターでの難聴防止のための骨

伝導振動デバイスに関する研究 

欧米及び我が国では、コールセンターでのオペレ

ータへの暴露音圧等を調査し、聴力低下の危険性

が指摘されてきています。そこで、我々も、コールセ

ンターのオペレータの耳に暴露される騒音の実態の

調査も行いながら、実態を明らかにしながら、具体的

な難聴防止機器の開発検討も行ってきています。 

 

 

 

 

 

２．ドライビングシミュレータを用いた乗り心地

評価の研究 

振動と聴覚や視覚のマルチモーダルな実験条件

が制御でき，被験者が容易に仮想運転を体験できる

ドライビングシミュレータを開発し，開発したドライビ

ングシミュレータを用いた被験者実験により，聴覚刺

激や視覚刺激が被験者の全身振動知覚におよぼす

影響について検討し、Driverless Car の設計基準の

提供を考えています。 
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３．振動暴露による職業性疾病予防に関する

国際共同研究 

 振動障害とは、職業的に振動を発する工具類を

用いることによって生じる職業病のひとつであり、チ

ェーンソー、刈払機や削岩機など主として手から振

動ばく露を受けることによって生じる障害である。こ

の障害予防の為にISO 5349-1等の国際規格が制定

され実施されてきていたが、その国際規格の手腕振

動計測に関して100年間以上も用いられてきていた

計測評価方法に関する問題点を、スコットランド・エ

ジンバラの企業との間で解決する方法の提案を行っ

てきています。 

 

 

現在は、その企業とで開発した機器を用いて、

Edinburgh Napier University や Nottingham Trent 

University等のとの共同研究から、ISO 5349-1の中

の振動計測に関する影響要因の解明や、新しい国

際規格 ISO 8041-3やISO 5349-1やISO 5349-2の規

格改定や、2006/44/ECや2002/42/EC等のEUの指

令の改定作業への提案資料を準備しながら、全世

界の手持振動工具使用労働者が手腕振動障害に罹

患しないように、さららなる共同研究を進めていま

す。 
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▲趣味等 

 前田節雄は、室内外で出来る多くの趣味を持ってます。 

1: Scuba Diving (PADI 802470 AI) と水中写真； 2: Amateur Radio (JA3TEZ) 

3: Archery (Indoor and Field)； 4: Sea Kayak 

5: Car & Driving of Peugeot 207CC & Rover MGF >>> Smart K >>>Alto； 6: Segway 

◆ゼミの宣伝等 

前田節雄のメインの趣味は、Scuba Divingです。 

1987年頃から、沖縄へ年に６回ぐらい訪れ、Diving 

を楽しんできています。ゼミ旅行で、沖縄へ行き 

ジンベイザメと一緒に潜りましょう！ 

 

 




